
特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク職員給与規程に係る意見（まとめ） 

協議事項① 

各学童からの意見（集約） 執行部見解 

１．特別昇給に該当する資格について 

１ 執行部見解に同じ（5学童） 

① 最高号給には加算できないのではないか 

 

 

２ 他の資格も含めてよい（5学童） 

①放課後児童指導員（民間資格）など 

②保育士 社会福祉士 教諭 

（放課後児童支援員資格研修会科目免除該当資格） 

・取得したものを毎日に活かしてもらいたいから 

 

１．特別昇給に該当する資格について 

１ 執行部見解に同じ（5学童） 

① 現行規定の（特昇）であれば最高号給には加算

できません。 

 

２ 他の資格も含めてよい（5学童）への見解 

①②直接業務に関わる資格は「福岡県放課後児童支

援員資格」であると考えており、3 年程度で当法人

在籍指導員は法人費による受講により全員取得見込

みであるため、現段階で他の資格を認める予定はあ

りません。 

２．資格取得に係る給与の加算方法について 

①前歴加算に「他法人の職員として」とあるがどの

ような施設を含むか。保育園も含まれているなら保

育士資格も認められるべき。 

 

②経験年数加算は第１号俸から働いている職員の

モチベーション低下に繋がるためなくて良い。 

 

③以前取得の自費による資格取得については補填

してよいと思う。 

 

④支援員資格取得費用が法人から出なくなった場

合、研修日は勤務日とみなし、研修費用は「自己負

担」とする。 

 

⑤資格取得については「特昇」ではなく「手当」を

つけて欲しい。最高俸給者には何らメリットが無く

モチベーションアップにはつながらない。 

 

⑥給与加算は不要 

２．資格取得に係る給与の加算方法について 

①前歴加算対象施設は学童保育所・保育所・幼稚園・

小中学校・高校の正規職員経験を有する者です。 

（有資格者というだけでは前歴加算対象ではない） 

 

②有能な人材確保のためには前歴換算は必要な処遇

であると考えます。 

 

③制定以前については補填いたしません。 

 福岡県放課後児童支援員資格は平成 27 年度に制

定されました。 

 

④平成３１年度までは法人研修費用で可能と見通し

ています。 

 

 

⑤今後の検討事項と致します。 

 

 

 

⑥ご意見の通り、現段階（全員法人経費で取得）の

場合は不要と思います。しかし、今後の状況（経営

状況や市との契約状況）に応じては必要となる可能

性もあると考えます。今後の検討事項と致します。 

３．資格取得に係る要件等について 

①新たに資格取得した指導員と、既に取得している

指導員と条件が一緒になるような資格に対しての

手当てを検討して頂きたい。 

 

②先の目処はたてられなし、何があるか分からない

ので仕方ない。 

 

 

③今働いている指導員には、支援員の資格を全員取

得してほしい。 

 

④資格取得は国に求められている事であり、勤務年

数の長い順から早急に全員に取得させるべき。 

 

 

⑤支援員資格有資格者の配置数を法人として設定

して欲しい。 

 

３．資格取得に係る要件等について 

①（保育士資格等の）新取得者のみならず、現所有

者にも手当を付けると解釈しますが、制定以前につ

いては対応できかねます。 

 

②「法人経費で取得後すぐに退職し、移籍」という

レールを作らず、数年は在籍し、法人に還元して欲

しいところです。 

 

③全く同感です。 

 

 

④基本的には主任者優先、勤務年数の順で考えてお

りますが、次年度は「意欲（研修意欲・保育士資格

等の自費取得）」も考慮して人選予定です。 

 

⑤比較的取得可能な現段階では「今働いている指導

員には、支援員の資格を全員取得してほしい」と考

えています。今後の経営状態によれば配置数による



 

 

⑥支援員の定着が問題となっているため、取得後、

数年の勤務が見込める者に定めて資格取得を法人

費用で負担してはどうか？ 

 

人選等も必要になる可能性はあります。 

⑥全く同感です。検討いたします。 

他の法人等では「取得後、３年間は当法人に勤務し、

都合により退職するばあいは、取得経費を返還致し

ます」と申込書に記載させる例もあるようです。 

４．その他 

①「退所」の「その他」理由については他学童との

差をなくすため、執行部判断でお願いしたい。 

 

 

②勤務形態の変更については H28.4 以降と話があ

っていたのに、11月施行など理事会決定の説明不足

により納得がいかない点が多くあると感じる。各学

童理事や意思疎通の執行部と指導員が必要である

と思う。 

 

 

 

③議決権が無くても現場の状況を素に伝えられる

のは指導員であるため、以前参加させてもらってい

たように、理事会に 2名程度指導員を出席させて頂

きたい。 

 

④理事会で議決するときに具体的内容の資料があ

れば助かる。今回の主任者制度のアンケート内容や

回答についても全く分からなかった。 

 

 

 

⑤一部の執行部の情報しか与えないで、決定を出そ

うとするのはどうか？「どうですか？」と言われて

答えを求めるのは、理事会として機能していないの

では？ 

 

⑥会員保護者の意識を高めてほしい。 

 

 

 

⑦理事会で提案された審議事項等は、当日の即決で

はなく、自学童へ持ち帰りの案件として頂きたい。

もう少し、検討できる余地を与えて欲しい。 

４．その他 

①他学童との差をなくすため「ガイドライン」を制

定したが、施設や児童数によって各学童で異なる部

分もあるため、幅を持たせている。 

 

②施行時期について「休息時間確保」の是正改定で

あり、矛盾は直ちに是正する必要があるため、11月

からの施行としている。先の「意見書」に対する「見

解」に述べたように、理事会報告は「決定事項」を

速やかに指導員に周知するための手段であるため、

協議経緯や説明は理事と十分に話をし、納得するよ

うに努めていただきたい。 

 

③平成 23年度から、現場の理事と指導員が共通理解

のもと「法人経営」を行うように「組織強化」を図

ってきました。逆行する運用はいたしません。 

 

④理事会で審議や協議に必要と思われる最低限の資

料は準備しています。審議資料中の根拠等に記載の

（過去の）資料は当時、既に渡し済ですので、不明

な点については理事会前に学童で指導員とご確認下

さい。 

 

⑤ご意見の趣旨を理解できかねます。 

機能する「理事会」について具体的な方法について

理事のご意見を伺いたく存じます。 

 

 

⑥同感です。平成 23年度から努めていますので、理

事の皆さんには十分に意識を高めていただいている

と思います。今後の継続課題です。 

 

⑦理事会で「審議事項」がある場合は、理事会案内

と共に早めに提案しており、各学童で指導員等とも

十分な協議の上、理事会で意見を出し合っていただ

き結論がでずに理事会の中で「持ち帰り」が決定さ

れれば「持ち帰り、継続審議」となります。 

各学童充分に協議しての「法人決定の場」が「理事

会」です。どの理事も都合をつけて学童内で協議、

理事会に臨むので「当日の即決」が原則です。 

※１ ２ について別紙あり ご提案いただきましたが、やはり直接業務に関わる

資格は「放課後児童支援員資格」であると考えてお

り、3 年程度で当法人在籍指導員は受講により全員

取得見込みであるため、今回の審議事項として提案

はいたしません。職員が自費で「放課後児童支援員

資格」を取得する必要性が生じるまでには確立させ

たいと考えます。 


